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 要  旨 
近年、IPモビリティを提供するために、IETF (The Internet Engineering Task Force)
において Mobile IP が標準化されており、インターネット環境や携帯ネットワー
クなどにおいて用いられるようになって久しい。現状の Mobile IPv4 は、グロー
バル IP アドレスを持つネットワークでの利用を想定しているが、その一方で IPv4
アドレス空間の枯渇のため、プライベート IP アドレスの使用とインターネットア
クセス時の NAT や NAPT の導入が広く行われている現状がある。  
一般に NAT、NAPT の裏側はプライベートネットワークであり、その表側はグ
ローバルネットワークであることがほとんどである。しかしながら、Mobile IPv4
はグローバルネットワークでの利用を前提としているため、このような環境が一
般的になるに従って、プライベートネットワークに端末が移動した場合をも考慮
しなければならなくなった。  
そこで、IETF では同様に端末がプライベート IP アドレスを使用したネットワ
ークに移動した際にも IP の可動性を提供する NAT Traversal for Mobile IP の提案
を行った。この提案は、現在の Mobile IPv4 を拡張するものである。  
しかし、NAT Traversal for Mobile IP には、Home Agent (HA)がプライベートネ
ットワークに存在し、端末のホームアドレス(HoA)がプライベート IP アドレスで
ある場合や、移動先のネットワークがプライベートネットワークでかつ Foreign 
Agent (FA)は存在しない場合などを想定はしていない。  
そのため、本研究では、ホームネットワーク、フォーリンネットワークがそれぞ
れ異なるNAT(NAPT)の裏側に配置されたプライベートネットワークであり、その
NAT間はインターネットであるネットワーク構成を想定した。HAはホームネットワ
ークに配置され、MN（移動端末）はそれぞれのプライベートネットワークを移動
する。また、このときのMNとインターネット上のCN(Correspondent Node)との
Mobile IPv4通信手順を想定し、ケーススタディにより新たに実現させ、その諸条
件などを議論し、実装の設計検討を行った。 
 
